
乳牛の成長ホルモン（GH）濃度は、子牛と泌乳牛で高い 

乳牛のGH分泌調節においては、子牛では中枢性の成長ホ
ルモン放出ホルモン（GHRH）が重要であるが、泌乳牛では
未梢性のグレリンの役割が大きくなる。 
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重要性が増す！ 

7

研究トピック

下垂体から分泌される成長ホルモン(GH)は、乳

牛の成長と泌乳に重要な役割を果たしています。

乳牛の成長に伴う血中GH濃度の変化をみると、

生後間もない子牛で最も高く、成長するにしたが

って徐々に低下していきます。しかしながら、分

娩して泌乳が始まるとGH濃度は再び上昇し、GH

は栄養素をミルクの合成に優先的に配分する働き

をします。私たちの研究グループでは、乳牛を健

全に飼養管理するための基礎的知見を得るため、

このGH分泌調節メカニズムの解明に取り組んで

います。

GHの分泌は、視床下部から分泌されるGH放出

ホルモン(GHRH)とソマトスタチンによって、そ

れぞれ促進的、抑制的に調節されています。最近、

これらとは別に、末梢(主に胃)から分泌されるGH

放出促進ホルモン・グレリンが発見されました。

そこで、乳牛の成長と泌乳にともなうグレリンと

GHの関係について調べる実験を行いました。そ

の結果、GHの分泌を促進する効果は、子牛では

乳牛の泌乳制御メカニズムを解明する新たな一歩
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GHRHの方がグレリンよりも大きいが、成長に伴

ってGHRHの作用は緩慢になり低下すること、泌

乳牛、特に泌乳前期にはグレリンによるGH分泌

作用が増大することがわかりました。また、血液

中のグレリンの濃度も、泌乳前期に最も高いこと

がわかりました。これらの結果は、成長期の乳牛

におけるGH分泌では、GHRH(中枢性の調節)が主

要な働きをしていますが、泌乳期のGH分泌では

グレリン(末梢性の調節)の役割が大きくなること

を示しています。動物実験の報告から、グレリン

には摂食の促進、エネルギーバランスの調節、血

流増加などの作用があることがわかってきまし

た。今後は新たな泌乳調節因子と期待されるグレ

リンについて、乳牛の採食や体内における栄養素

の配分と乳合成に果たす役割について明らかにし

ていきたいと考えています。


